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 令和５年大船渡市教育委員会第９回定例会会議録 

 

1 日   時 

令和５年９月 27 日（水） 午後２時から午後３時 30 分まで 

 

2 場   所 

大船渡市役所 教育委員会会議室 

 

3 出席委員の氏名 

教   育   長   小 松 伸 也 

教育長職務代理者   柏 崎 正 明 

委      員   村 谷 志 保 

委      員   鈴 木 晴 紀 

委      員   清 水 恵 子 

  

4 説明等のため出席した職員 

教 育 次 長   伊 藤 真紀子 

学 校 教 育 課 長   佐 藤 和 生 

生 涯 学 習 課 長   山 岸 健悦郎 

  

5 議    事 

なし 

 

6 報告事項 

 （教育長） 

   ① 大船渡市教育委員会教育長及び教育委員の任命について 

 （教育次長） 

   ① 令和５年大船渡市議会第３回定例会について 

   ② 蛸ノ浦貝塚・下船渡貝塚国史跡指定 90 周年関連事業 出張展示「縄文の顔～ちょっ

とのぞいてみませんか～」の実施について 

   ③ 蛸ノ浦貝塚・下船渡貝塚国史跡指定 90 周年記念講演会の実施について 

   ④ 「盛町五年祭」の岩手県無形民俗文化財指定に係る岩手県文化財保護審議会の答申

について 

⑤ 令和５年度大船渡市立博物館教育普及事業 体験学習「縄文土器をつくろう！」の実

施結果について 

⑥ 令和５年度大船渡市立博物館教育普及事業（連携事業） 「さんりくジオパークへの

とびら～夏休みの自由研究に役立つ図書展～」の実施結果について 

⑦ 令和５年度大船渡市立博物館教育普及事業 「教員のための博物館の日」の実施結果

について 
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（学校教育課長） 

   ① 第３回市内小・中学校長会議の開催結果について 

   ② 気仙地区中学校新人大会の開催結果について 

  

（生涯学習課長） 

  ① ふるさと教育講座の開催について 

  ② 令和５年度明治大学連携講座の開催について 

  ③ 令和５年度青少年体験学習事業「ドローンプログラミング体験教室」の開催について 

  

7 会議の大要 

（教育長） 

・令和５年大船渡市教育委員会第９回定例会の開会を宣言する。 

・令和５年第８回定例会の会議録について、質問、意見を求めた結果、教育委員の承認

を得る。 

・諸報告事項について、事務局等の説明を求める。 

 （教育長） 

   ・口頭により報告する。 

（教育次長） 

  ・別添資料等により報告する。 

（学校教育課長） 

  ・別添資料等により報告する。 

（生涯学習課長） 

  ・別添資料等により報告する。 

（教育長） 

・追加報告を求める。 

 （教育次長） 

   ・第１回大船渡・末崎地区学校統合推進協議会の開催状況について、口頭により報告す

る。 

（教育長） 

・他に追加報告がないことを確認後、報告事項についての質問、意見を求める。 

 （教育長職務代理者） 

   ・学校統合推進協議会は、教育委員会が積極的に関わり、スピード感を持って、協議を

進めていくことは、とてもいい。議事進行は、教育委員会が務めていくのか。 

 （教育次長） 

   ・そうである。 

 （教育長職務代理者） 

   ・協議がスムーズに進むよう取りまとめてほしい。 

 （委員） 

   ・小中学校の熱中症対策について、中学校の部活動では、適切な水分・塩分の補給、休

憩時間の取得、活動時間の短縮などを行い、また、夏季休業中のプール開放は、暑さ
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指数に応じた、適切な対応をしている。 

 ・「教員のための博物館の日」のバックヤードツアー、ワークショップは大変好評だった

と思う。学芸員等が学校に出向いて行う移動展示や出前講座の要望が多くあったよう

なので、人員体制等も含めて、検討してほしい。 

 （教育次長） 

   ・学芸員による出前講座や移動展示については、人員体制も含めて検討する。 

 （学校教育課長） 

   ・プール開放は、暑さ指数の危険度によって、児童だけではなく、監視員の安全も考え

て中止する学校もあり、今後もこのような対応を進めていく。  

 （委員） 

   ・熱中症対策について、関東など当市よりも暑い地域での夏場のスポーツの取り組み方

はどうなっているのか。 

 （生涯学習課長） 

   ・関東以南の地域では、規模の大きい体育館にエアコンが設置されている施設が多い。

屋外スポーツは、行政やスポーツ協会が、熱中症の危険があるときは活動を控えるよ

う周知するなど、国の指針に沿った対応をしている。 

 （委員） 

   ・市民体育館の柔剣道場は、エアコンを設置したことにより、暑さ対策のため短縮して

いた部活動の時間が長くなった。夏場でも適切に運動できる場所を、広報等で周知し

てほしい。 

 （生涯学習課長） 

   ・昨年度、市民体育館の柔剣道場、多目的スペースにエアコンを設置し、今年度から稼

働しており好評だ。今後のスポーツ施設の在り方について検討する。 

 （委員） 

   ・「教員のための博物館の日」の小学校への出前講座について、オンラインを導入するな

どＩＣＴを活用してはどうか。市外の博物館と連携した企画が可能となるのではない

か。 

 （教育次長） 

   ・実施方法を工夫するなどして、実現できるよう研究する。 

 （委員） 

   ・市内全体の学力について、全国学力・学習状況調査の結果を活用し、教育委員会で、

もう少し深く分析してはどうか。毎年、どこでつまずいているか、課題やつまずいて

いる部分の克服方法を整理していくと、教員の研修等で活用できるのではないか。ま

た、国語や英語で課題となっている部分が共通していると思われるので、原因分析も

含めて、検討を進めてほしい。 

 （学校教育課長） 

   ・学力向上研究委員会で、学力テストの結果で表れた課題の克服に向けた対応を行って

いるが、さらに、分析を進めて対策の周知を図っていく。 

 （委員） 

   ・つまずいているところや伸び悩んでいるところは、毎年同じ傾向にあるのか。 
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 （学校教育課長） 

   ・全てではないが、同じような傾向の部分もある。 

 （教育長） 

   ・熱中症対策については、８月に開催した中学校の駅伝大会で、熱中症で搬送されたり、

ゴール後に倒れる生徒が複数見られた。県大会の日程上、夏休み明けの開催となったが、

来年度からは開催時期を遅らせることを中学校体育連盟で検討しているようだ。９月に

小学校陸上記録会が行われたが、暑さ指数を計測しながら、一時、中断しながら行った

ようである。ただ、熱中症対策として多量の氷を準備したが、氷の有効な使い方等の周

知が不足するなど、反省点があったため、来年度に向けて、対応を検討していく必要が

ある。中学校の卓球の新人戦の会場はエアコンが効いていたが、使用料に反映されてい

るのか。 

 （生涯学習課長） 

   ・会場と冷暖房は、使用料に反映されている。しかし、中学校体育連盟は免除している。 

 （教育長） 

   ・学力検査については、つまずき部分の多くが同じ傾向にある。学力向上研究委員会で

は、昨年は、課題に対する授業対策やＩＣＴを活用した授業の在り方について検討を

行った。今年は、国語と算数・数学、外国語の３教科を重点的に、授業対策を行って

いる。各学校にはＡＩ分析されたデータが提供されているので、そのデータを分析し、

大いに活用するように指導しているが、中々、時間を取れない現状もある。 

 （委員） 

   ・検査結果を活用して、改善することができたなどの例はあるか。 

・ＮＲＴの数学の結果について、小学校５、６年生でつまずく児童も少なくないようで

ある。算数は積み重ねが必要な教科であるので、小学校からの指導も大切にしてほし

い。読み取る力が不足していると思われるので、今後取り組んでほしい。 

 （学校教育課長） 

   ・学力テストの結果を活かした授業について、様々な機会を通して指導している。数学

などの科目は積み重ねが重要である。学力向上研究委員会は、小学校と中学校の教員

で構成され、相互に情報交換を行いながら検討を深めている。検討した内容は冊子に

して、各学校に配布し周知を図っているが、今後も工夫していく。 

（教育長職務代理者） 

 ・学芸員による学校への出前講座は、以前から強い要望があった。人員体制面で難しい

面もあると思うが、年に数校ずつでも実施できれば、児童生徒の博物館に対する興味

関心が高まっていくことが期待できる。陸前高田市の博物館は街の中心部にあり、気

軽に行きやすいため、利用者が増えている。当市の博物館は街の中心部から離れてい

ることから、移動展示や出前講座等を積極的に行い、市民の利用促進を図っていく必

要がある。 

 （教育次長） 

   ・博物館への来館者は市民よりも市外の方が多い。博物館の魅力を高めるために、展示

内容の検討や展示品の改修を行っている。今年度から専用のＳＮＳアカウントを取得

し、博物館の事業や気仙地域の自然の魅力を発信している。出前講座については、学
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校の要望も聞き取りながら、実施に向けて検討を進める。 

 （委員） 

   ・令和５年度確かな学力育成プランについて、各学校や地域の特色を活かし、様々な工

夫を凝らしながら、多くの成果を上げている。授業研究会の活性化や互見授業等の推

進は、教員同士で成果と課題について多面的、多角的に意見交換をするなど、特筆す

べき取組であり、今後、多くの成果が期待できる。 

 （学校教育課長） 

   ・学力育成プランの１学期の進捗状況の協議については、他校の状況を把握することが

でき、効果的だった。学力向上に関しては、結果分析が根底にあり、その結果をもと

に授業と家庭学習の２本柱で取り組んでいく必要があると考えている。 

 （委員） 

   ・特に、互見授業が授業力を高める効果として現れているので、今後、ますます盛んに

なるのではないか。 

 （学校教育課長） 

   ・県の学校教育指導指針でも互見授業を積極的に行うことが推奨されており、大変勉強

になるという意見も多い一方で、時間の確保が課題として挙げられる。 

（教育長） 

・その他、質問、意見がないことを確認後、諸報告を終了する。 

（教育長） 

・開議を宣言する。 

・日程第１、会期の決定について、会期を１日とする。 

（教育長） 

   ・その他、質問・意見等がないことを確認後、議案審議を終了する。 

・令和５年大船渡市教育委員会第９回定例会の閉会を宣言する。 

 

 

会 議 録 作 成 者  教育長   小 松 伸 也 

 

会 議 録 署 名 者  教育長 

 

教育長職務代理者 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 


